
 

平成２６年第２回小松市議会定例会質問一 覧 

（ 6 月 9 日 1 番 ～ 10 番 ・ 6 月 10 日 11 番 ～ 17 番） 

 

※ 6 月 9 日                             Ｎｏ．１ 

順番 質問者 発 言 通 告 要 旨 

１ 新田 寛之 

１．キッズケータイのこれからについて 

２．防災活動について 

（1）自主防災組織への災害図上訓練ＤＩＧの活用 

（2）観光防災について 

２ 橋本 米子 

１．新ごみ処理施設整備・運営事業について 

（1）ＤＢＯ方式で公的な責任のある行政の関わり方について 

（2）環境美化センターの職員の処遇について 

（3）一般廃棄物処理手数料の変更はないのか 

２．地域包括ケアの推進について 

（1）医療・介護総合法案について 

（2）高齢者総合相談センターのブランチ設置について 

（3）地域サポートクラブについて 

（4）地域ケア会議について 

３．湯ったりシニアふれあい入浴デーについて 

（1）各浴場実施日の指定日をなくすよう見直せないか 

３ 一川 政之 

１．全国植樹祭について 

（1）一万人規模のイベントを終え、洗い出された問題点は 

（2）小松市が主会場になるに当たっての小松市からの要望について 

２．サイエンスヒルズこまつについて 

（1）枯芝対策について 

（2）名誉館長 松本零士氏の今後の活動内容は 

４ 高野 哲郎 
１．市街化調整区域内における土地利用の拡大について 

２．小松駅周辺の駐車場（駐車機能）について 

５ 円地 仁志 

 

１．新ごみ処理施設整備・運営事業について 



 

※ 6 月 9 日                             Ｎｏ．２ 

順番 質問者 発 言 通 告 要 旨 

６ 

 

浅村 起嘉 

 

１．少人数学級の推進について 

（1）きめ細かな指導体制の充実での実施状況は 

（2）小学校５・６年生に３５人学級を 

２．小松市立高等学校について 

（1）授業料での一定の年収未満の世帯の生徒の状況は 

（2）はたらく若者サポートブックの活用を 

３．特定外来生物オオキンケイギクについて 

（1）小松市での分布や在来植物への影響は 

（2）対策と市民への周知は 

４．地域サポートクラブについて 

７ 宮川 吉男 

１．小松市開発許可等の基準に関する条例について 

２．子ども・子育て新制度（放課後児童クラブ）について 

３．小松市小中学校体育館のつり天井落下防止対策について 

４．加賀地域連携推進会議について 

５．石川県新アンテナショップ開業について 

８ 飛弾 共栄 

１．財政再建について 

（1）税の徴収率アップについて 

（2）下水道事業について 

（3）下水道接続率アップについて 

９ 吉本慎太郎 

１．「オール加賀」そして「キラリと光るまち・小松」に 

（1）加賀地域連携推進会議 

 ① 事務局を持つ当市がしっかりとリーダーシップを 

（2）１年後は小松市の岐路である 

①  北陸新幹線金沢開業後を常に見据えて 

② 第６６回全国植樹祭が小松市で開催される事の大きな意義 

（3）小松市の内面を磨いていく 

① 曳山２５０年とサイエンスヒルズこまつ 

（4）「南加賀」から「オール加賀」のターミナル目指して 

① ＪＲ小松駅南ブロック（旧大和小松店跡地）活用策について 



                             

※ 6 月 9 日                            Ｎｏ．３ 

順番 質問者 発 言 通 告 要 旨 

１０ 井田 秀喜 

 

１．公共建物番号表示整備について 

 

 



 

※ 6 月 10 日                             Ｎｏ．４ 

順番 質問者 発 言 通 告 要 旨 

１１ 

 

木下 裕介 

 

１．雇用の安定について 

２．高齢者の見守りについて 

３．市戦没者慰霊式について 

４．政治教育について 

１２ 片山瞬次郎 

１．文化の城・小松城のアピールを 

２．消費者教育の推進計画の策定について 

３．放課後児童クラブについて 

４．反転授業について 

１３ 杉林 憲治 

１．小松市土地開発公社の役割と今後について 

（1）公社設立当時からみると現状は大きく変化している 

（2）２５年度末の経営状況 

（3）簿価と実勢価格との差を解消するため、市は平成１６年度か

ら１０年計画で総額１２億円を補てんしてきた。引き続き予算

計上されている。いつまで続くのか 

（4）新たに土地が必要となった場合、従来どおり公社による先行 

取得なのか 

（5）保有地の売却において民間の力を借りる考えはあるか 

（6）全国的に経営の悪化や将来の財政負担を軽減する観点から、 

公社の解散が相次いでいる。石川県、金沢市は廃止する方針を 

表明した。本市はどのように考えているか 

１４ 宮橋 勝栄 

１．土曜授業について 

（1）現在の取り組み状況は 

（2）今後の展開は（推進するのか否か） 

２．Ｎｅｘｔ１０年ビジョンについて 

（1）市長はどのような未来を見据えているのか 

（2）どのように策定していくのか 

（3）持続可能な地域経済に向けて地域通貨の導入を 

 



 

※ 6 月 10 日                             Ｎｏ．５ 

順番 質問者 発 言 通 告 要 旨 

１５ 出戸 清克 

１．超過勤務について 

（1）実態は 

（2）対策と歯止めは 

（3）有給休暇の取得率と消化率 

（4）健康診断の受診率 

２．工事入札について 

（1）材料費や労務単価の高騰への対応は 

（2）中小のＪＶによる受注について 

１６ 川崎 順次 

１．市長公用車の使用について 

（1）知事選、市長選での使用 

２．北陸新幹線対策について 

（1）金沢開業後の対策 

（2）小松空港からの交通のあり方 

（3）金沢以西の整備について 

３．東京オリンピック、パラリンピックについて 

（1）合宿誘致について 

４．小松大花火について 

１７ 

 

吉村 範明 

 

１．北陸新幹線金沢開業まで９ヶ月、本市の観光施策について 

（1）ＪＲ小松駅・粟津駅までの誘客導線について 

（2）芭蕉ファンを呼び込む観光ルートについて 

（3）共同連携事業の今後の取り組みについて 

（4）こまつ観光物産ネットワークの関わり方について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


